
     

   

 

   

 

 

                                

                                                     

 

  

                                 

 

      

    

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 
国分寺市にふるさとをつくる会 

        理事長 大野 政智 
〒185-0011 東京都国分寺市本多 3-6-23 
℡：080-5074-0367 Fax：042-321-4357 
E-mail: masatomoono@ra2.so-net.ne.jp 

 

国分寺市にふるさとをつくる会 
 

２８８号   令和８年３月１日発行 

 
３月行事予定 

2 日(月) 防災推進の街づくり仲間の会 

井戸端会議 9:30 室内プール前 

11 日(水) 森の自然塾運営会議 

9:30 恋ヶ窪公民館 

12 日(木) ふるさとの会合同幹部会議 

14:00 恋ヶ窪公民館 

24 日(火) 多摩に歩く会 谷根千 

9:00 JR 西国分寺駅南口噴水前 

29 日(日) 森の自然塾 9:20 エックス山中央 

30 日(月) 会報配布準備 

13:30 恋ヶ窪公民館 

30 日(月) 多摩に歩く会会議(会報配布準備 

終了後) 14:15 恋ヶ窪公民館 

会員継続と年会費納入のお願い         
国分寺市にふるさとをつくる会 理事長 大野 政智 

会員の皆様方には、平素より本会の活動へのご理解とご支援・ご協力

を賜り、誠に有難うございます。 

さて、令和７年度も終盤にさしかかり、新年度の準備を始める時期と

なりました。来年度（令和８年６月から９年５月）につきましても会

員を継続いただき、合わせて年会費の納入をお願い申し上げます。 

本会の「会報発行」および、子どもたち対象の自然体験活動「森の自

然塾」や「歩く会」「自然観察会」などの活動は、基本的には皆様か

らの会費により運営されております。 

「会報」エリア担当係が４月１日号配布の頃より、個別に訪問･電話

などによりお願いにあがりますので宜しくお願い申し上げます。な

お、郵送会員様･団体会員様には別途文書にてお願い致しますのでご

承知おき下さい。 

集金担当の負担軽減のため下記を試みます。ご理解お願いします。 

・会費の複数年まとめての納入を受け付けます。 

・歩く会などに参加の機会に大野に直接手渡しでも結構です。 

 

 

多摩の自然を楽しく学ぶ会 

2026 年度のスケジュール 

4 月 14 日(火) 多摩森林科学園（八王子市） 

5 月 12 日(火) 草戸山（町田市） 

6 月 9 日(火) 六道山（瑞穂町） 

7 月 14 日(火) 大岳鍾乳洞とその周辺（あきる野市） 

9 月 8 日(火) 神代植物公園・植物多様性センター 

10 月 13 日(火) 海の森公園（江東区） 

観察日時・場所は事情により変更する場合が 

あります 

「多摩の自然を楽しく学ぶ会」へのお誘い 
「多摩の自然を楽しく学ぶ会」は、多摩地

域やその近郊の豊かな自然を観察し、学び

ながら、楽しく散策する会です。草木の名

前や見分け方、特徴などを学び、新たな親 

しみと興味を深めることができます。その中で、植生や地域の歴史・地形な

どを観察して、種の保全・自然生態系の問題等を学び、考え、次世代に伝え

てゆきたいと考えます。 

この会は、３月に募集し、年 6 回、同じメンバーで学び・楽しむ会です。 

講師 源原重行先生が同行します。皆様のご参加をお待ちしております。 

申込み方法：メール又はハガキで、住所、氏名、年齢、携帯電話番号、 

メールアドレス（可能ならば）を記入のうえ、 

          ta_tomi102@yahoo.co.jp  

〒185-0014 東恋ヶ窪 4-15-8-404  冨村 隆子 迄 

締め切り：3 月 27 日（金）必着  受付開始 3 月 15 日（土）より 

問い合わせ：携帯電話：070-1278-4020 冨村 

定 員：30 名（先着順） 

2025 年 5 月 滝山城址公園 
第一回のご案内 

多摩森林科学園 
桜の博物館「多摩森林科学園」で、様々な桜を愛で、足元に

咲く春の妖精たちも楽しみましょう 

日   程：4 月 14 日（火） 

集合場所：西国分寺駅南口 噴水前 

集合時刻：9 時  解散：15 時 30 分頃の予定 

持 ち 物：昼食・飲物・筆記用具・敷物・帽子・ 

健康保険証など 

参 加 費：1000 円（入園料・資料代・保険料を含む） 

申込み方法：上記 

2025 年４月 裏高尾 



２月森の自然塾 「姿見の池と樹林地の野鳥観察」 

                                   スタッフ 近江 吉郎 

動物言語学者鈴木俊貴氏の「僕には鳥の言葉がわかる」という著書がベストセラーに

なっているとの記事を見て読んでみました。シジュウカラは親子間・仲間同士・異種

の鳥とも意思をもって会話していること（例えば『エサが欲しい』『蛇が来たぞ』

『エサがあるよ』）を実験で確かめ、国際的権威のある学術誌に研究成果論文を発表

することができたとのことでした。 

2 月の野鳥観察には児童 27 名が参加、穏やかな天候に恵まれ楽しく活動できました。 

ホームグラウンドのエックス山から姿見の池のある樹林地

に移動、双眼鏡の使い方をしっかり学び、鳥の見分け方の

ポイントの指導を受けました。日頃双眼鏡を使う機会は少

ないので楽しそうでした。少雨の影響があり池の環境はあ

まり良くなかったですが、カルガモが姿を見せてくれ、池

の周りでエサを求める鳥たちの姿も見つけることができま

した。保護者の中で鳥に詳しい方の参加もあって、例年以

上にレベルの高い観察ができました。珍しくアオゲラも見

つけることができ、観察後の鳥合わせではシジュウカラも

含め 18 種類の鳥の確認ができました。 

 

 

 
参加者募集 多摩に歩く会 

「谷根千 ～上野公園から 

早春のお寺の街 谷中 を歩く～」 

芸術の香り高い上野公園。今も現役である旧東京音楽学

校奏楽堂で日本の音楽の黎明を訪ね、大きなお寺が連な

る街並みと霊園の街谷中へ。江戸からの歴史を味わいま

す。朝倉彫塑館から夕やけだんだんを下り、谷中銀座で

お店を覗いて千駄木駅へ向かいます。 

日 時：3 月 24 日(火)  雨天中止 

集 合：9:00 JR 西国分寺駅南口 噴水前 

持ち物：弁当・水筒、敷物、歩くのに適した服装、 

雨具、保険証 

参加費：1,000 円 

（保険、資料代、入館料を含む） 

申込み：メール又は葉書で、住所、氏名、携帯番号、

メールアドレスを記載して 

     〒186-0013 国立市青柳 2-25-8-406 

酒井宏幸宛 070-6667-9241 

          メール：nemimi2006@adagio.ocn.ne.jp 

締め切り：3 月 10 日(火) 必着（先着 25 名） 
日吉町町内会 

ｽﾛｰｶﾞﾝ：『防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙを継続し、安全安心な街づくり』 

日吉町町内会 会長 岡本 浜夫 

日吉町町内会は、ふるさとの会の関連団体の一つです。 

近隣の小学校の低学年生の下校時通学路の安全･安心と、

高齢者への声掛け活動を主に、水曜日の午後１時 30 分か

ら、土曜日は３時から、週２回の防犯パトロールを実施

しています。創設以来、今年で 22 年目を迎えます。この

間、参加者は延べ 14,000 人を超え、今年６月には通算

2,000 回を迎えます。携わって頂いた多くの先人･先輩諸

氏並びに、日吉町地域安全センター 交番勤務小金井警察

署の方々のお陰と感謝申し上げます。 

今後も活動を継続してまいりますが、問題は、メンバー

の高齢化と、新たな人材の確保です。色々な場面で、声

掛けをしていますが、なかなか実を結びません。皆様、

私たちと一緒に子供たちの見守りの街歩きをしません

か。参加をお待ちしております 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国分寺第四小学校・ 
さつき学級(１・２年生)出前講座を行いました 

白木 昭憲 

事前に教室で学習した後、姿見の池緑地・日影山での

“秋さがし！”を行いました。この日は晴天に恵まれ、

子どもたちは、色づいた日影山の樹林地全体に広がった

ドングリひろい、色づいたイイギリやムラサキシキブの

実に、驚きと満面の笑顔でいっぱいでした。 

後日、教室で「森の自然塾」のスタッフが指導して、採

取したドングリ・木の実・枯れ木を使ってドングリコマ

やクラフトを作りました。子どもたちは大満足。楽しい

半日でした。 

子どもたちと一緒につくり・遊んだお二人は、 

●子どもたちはドングリコマの回し方がとても上手で、

勝ち負けは関係なく土俵に集まり楽しそうに回していた

のが印象的でした。クラフトも自由な発想を実現させる

ため諦めないで、最後まで頑張った様子に感動しまし

た。(三田晴美) 

●“わぁ 目がきらきらしている”私の子どもたちに対

しての第一印象でした。何をつくろうかなという気持ち

が、作業にも作り終わった作品にも表れているようでし

た。私もうきうき、楽しくなる子どもたちと作品でし

た。有難うございました。(須賀澤啓子)                                  

旧東京音楽学校奏楽堂 谷中霊園 

カルガモ ツグミ メジロ 


